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３．おわりに

　我が国の医療制度改革を巡っては、現在実に様々

な問題が山積している。社会保障・国民皆保険制度

と財政上の問題、地域医療構想と医療・介護が一体

となった地域包括ケアシステムの問題、少子高齢化

社会を迎えての医師の養成数、偏在解消策の問題、

医師の働き方改革に関する問題・・・・等々、実に

多くの難題が我々の前に立ち塞がっている。警察官、

教員等には勤務地選択の自由は与えられていない一

方、医師には職業（診療科）、勤務地選択の自由が

残された現状のなか、自治医科大学卒業医師は９年

間の義務年限を有し（勿論、奨学金を返済し、自由

になることも理論上は可能であるが）、本道におい

ては離島、へき地、小病院での勤務に励まれ、義務

年限修了後も引き続き道内の地域医療に多大の貢献

をしていただいている。先にも述べたが新専門医制

度の開始後は、プログラム制度に基づく研修がキャ

リア形成上必要とされ、道内のプログラムの基幹病

院、関連病院の自治医科大学卒業研修医師に対する

連携指導体制の充実が必要となろう。

　今後の自治医科大学卒業医師や地域枠出身医師の

就労、研修体制の確立こそ、医師不足に窮する本道

地域医療の再生に不可欠であることを訴えたい。ち

なみに詳細は省かせていただくが、地域枠医師の配

置等の問題に関しては、現在までの変更に加え、次

年度最初の卒業医師が後期研修開始３年目（卒後５

年目）となることから、新たに再検討を行う予定に

なっている。自治医科大学卒業医師は一学年２～３

名と人数が少なく、医師不足に切実な問題を抱える

離島、へき地医療の確保という重大な役割を義務年

限内の勤務によって果たしていることから、キャリ

ア形成、研修体制強化等の課題解決は容易ではない

と思われるが、今後の北海道の地域医療の維持、向

上には、慎重な見直しが必要ではないかと考える。

道としても検討すべき事項として捉えており、今後

に期待したい。
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　先般、平成29年秋の叙勲・褒章受章者が発表され、当会会員で以下の方々が叙勲の栄誉に浴されました。
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